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（写真提供：うるま市教育委員会）

沖縄島北部の本
もと
部
ぶ
半島にあ

り、13世
せい
紀
き
ごろに築

きず
かれた

とされています。三
さん
山
ざん
時代の

山
さん
北
ほく
（北

ほく
山
ざん
）王の居

きょ
城
じょう
で、古期

石
せっ
灰
かい
岩
がん
のけわしい岩山の上に

あります。延
えん
長
ちょう
1500mにお

よぶ城
じょう
壁
へき
は、起

き
伏
ふく
に富んだ地

形に沿
そ
って美しい曲線をえが

いています。1416年に尚
しょう
巴
は
志
し

の中
ちゅう
山
ざん
軍
ぐん
に滅
ほろ
ぼされました。

沖縄島中部の東海岸に位置する勝
かつ
連
れん
半島

にあり、土地の高低差を生かして造
つく
ら

れています。築
ちく
城
じょう
は13世

せい
紀
き
前後とされ、

15世
せい
紀
き
には、この時代の有力者で、海

外交
こう
易
えき
で繁

はん
栄
えい
した阿

あ
麻
ま
和
わ
利
り
が城主とな

りました。城内では、舎
しゃ
殿
でん
跡
あと
や御

ウ
嶽
タキ
（神

をまつる場所）も見ることができます。
1458年、首

しゅ
里
り
王府に滅

ほろ
ぼされました。

沖縄島中部の中
なか
城
ぐすく
湾
わん
に面した

高台にあります。造
つく
られた時

期は不明ですが、15世
せい
紀
き
半ば

に、首
しゅ
里
り
王府の命で座

ざ
喜
き
味
み
城
じょう

から移
うつ
ってきた護

ご
佐
さ
丸
まる
によっ

て拡
かく
張
ちょう
されました。勝

かつ
連
れん
城
じょう
の

阿
あ
麻
ま
和
わ
利
り
を監

かん
視
し
することが目

的でしたが、1458年に阿
あ
麻
ま

和
わ
利
り
の策

さく
略
りゃく
で滅

ほろ
ぼされました。

1853年にペリー艦
かん
隊
たい
の調

ちょう
査
さ
隊
たい

がこの地をおとずれ、築
ちく
城
じょう
技
ぎ

術
じゅつ
の高さを賞

しょう
賛
さん
しています。

今
な

帰
き

仁
じん

城
じょう

跡
あと

勝
かつ

連
れん

城
じょう

跡
あと

中
なか

城
ぐすく

城
じょう

跡
あと

1420年代に有力な按
あ
司
じ
（➡

１巻
かん
）であった護

ご
佐
さ
丸
まる
によっ

て築
きず
かれました。その役

やく
割
わり
は、

今
な
帰
き
仁
じん
城
じょう
が滅

ほろ
ぼされたあとの

沖縄島中北部に残った、旧
きゅう
・

北
ほく
山
ざん
勢
せい
力
りょく
を監

かん
視
し
することで、

首
しゅ
里
り
城
じょう
からよく見える丘

おか
の上

に建てられています。城
じょう
壁
へき
の

石積みに高い技
ぎ
術
じゅつ
が見られ、

アーチ状
じょう
の門には、くさび（物

と物の間に差しこんで、すき
まをなくす道具）が用いられ
ています。

座
ざ

喜
き

味
み

城
じょう

跡
あと

価
か

値
ち

がみとめられた
沖縄の世界遺

い

産
さ ん

　2000年12月、沖縄の９つの文化遺
い

産
さん

が「琉
りゅう

球
きゅう

王国のグスク及
およ

び関連遺
い

産
さん

群」として、世界
遺
い

産
さん

に登録されました。
　グスクとは城のことですが、もともとは聖

せい

地
ち

やお墓
はか

、石
いし

垣
がき

などで囲
かこ

った集落などをグスクと
よんでいました。このグスクの独

どく

特
とく

な城
じょう

壁
へき

や、
そのほかにも景観のすぐれた庭園、精

せい

神
しん

文化を
伝える御

ウ

嶽
タキ

や陵
りょう

墓
ぼ

（王家の墓
はか

）の価
か

値
ち

が、人類
共有の文化遺

い

産
さん

としてみとめられたのです。

9つの世界文化遺
い

産
さん

首
しゅ
里
り
城
じょう
のある那

な
覇
は
を中心に、沖縄島の南部、

中部、北部に点
てん
在
ざい
しています。

座
ざ
喜
き
味
み
城
じょう
跡
あと

今
な
帰
き
仁
じん
城
じょう
跡
あと

勝
かつ
連
れん
城
じょう
跡
あと

中
なか
城
ぐすく
城
じょう
跡
あと

斎
セー
場
ファ
御
ウ
嶽
タキ
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識
しき
名
な
園
えん

首
しゅ
里
り
城
じょう
跡
あと

園
その
比
ひ
屋
ゃ
武
ん
御
ウ
嶽
タキ
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玉
タマ
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琉
り ゅ う

球
き ゅ う

王国時代に
国をあげて生産した焼物

中国や朝
ち ょ う

鮮
せ ん

、日本などの
技
ぎ

術
じ ゅ つ

を取り入れ発
は っ

展
て ん

高い技
ぎ

術
じ ゅ つ

をほこる琉
り ゅ う

球
き ゅ う

漆
し っ

器
き

沖縄の伝
で ん

統
と う

工芸

戦後、昔ながらの火でたく登り窯
がま
にこだわ

る陶
とう
工
こう
たちが読

よみ
谷
たん
村
そん
へと工

こう
房
ぼう
を移

うつ
しまし

た。こうして工
こう
房
ぼう
が集まった地

ち
域
いき
が、現

げん
在
ざい

「読
よみ
谷
たん
やちむんの里」となっています。

現
げん
在
ざい
は、ふだん使う食器のほか、みやげ物

としても人気です。ぽってりと厚
あつ
みがあり、

ぬくもりのある色や模
も
様
よう
のものが多く出ま

わっています。

壺
つぼ
屋
や
焼
やき
には、大きく分けて、うわ薬をかけずに焼く「荒

アラ
焼
ヤチ
（写真左）」と、うわ薬

をかけて焼く「上
ジョー
焼
ヤチ
（写真右）」があります。「荒

アラ
焼
ヤチ
」にはかざりがほとんどなく、

おもに食べ物や水、酒を貯
ちょ
蔵
ぞう
するかめや小びんなどとして使われています。一方、

「上
ジョー
焼
ヤチ
」にはかざりがあり、急

きゅう
須
す
や食器、花びんなどとして使われています。

（所蔵：那覇市壺屋焼物博物館）

琉
りゅう
球
きゅう
の王家・尚

しょう
家
け
に伝わる酒器。沈

ちん
金
きん
とい

う方法でかざりつけがされています。沈
ちん
金
きん

は、うるしをぬった上から模
も
様
よう
をほり、ほっ

たところに金
きん
粉
ぷん
をうめこむ技

ぎ
法
ほう
です。

（所蔵：那覇市歴史博物館）

つい錦
きん
は、中国の技

ぎ
術
じゅつ
をもとに

沖縄で生み出された独
どく
自
じ
の手法。

うるしと顔料を混
ま
ぜ合わせたも

のをたたいてうすくのばし、こ
れを模

も
様
よう
のかたちに切り取って、

漆
しっ
器
き
の表面にはりつけます。

読
よみ

谷
たん

やちむんの里の登り窯
がま

現
げん

在
ざい

も使われているヤチムン

壺
つぼ

屋
や

焼
やき

の「荒
アラ

焼
ヤチ

」と「上
ジョー

焼
ヤチ

」

国
こく

宝
ほう

・朱
しゅ

漆
うるし

巴
ともえ

紋
もん

牡
ぼ

丹
たん

沈
ちん

金
きん

馬
ば

上
じょう

盃
はい

つい錦
きん

を用いた
琉
りゅう

球
きゅう

漆
しっ

器
き

　全国の工芸品のなかで「伝
でん

統
とう

的
てき

工芸品産業の振
しん

興
こう

に関する法
ほう

律
りつ

」
にもとづき、経

けい

済
ざい

産業大臣の指定
を受けたものを「伝

でん

統
とう

的
てき

工芸品」
といいます。みとめられるために
は、伝

でん

統
とう

的
てき

な材料や技
ぎ

術
じゅつ

を用い
て、製

せい

品
ひん

のおもな部分を職
しょく

人
にん

が手
づくりしていること、地

ち

域
いき

に根づ
き、暮

く

らしのなかで使われている
ことなどの条

じょう

件
けん

を満たす必要があ
ります。沖縄では、琉

りゅう

球
きゅう

びんが
た、久

く

米
め

島
じま

紬
つむぎ

などの13種類の染
そめ

織
おり

物
もの

と、壺
つぼ

屋
や

焼
やき

、琉
りゅう

球
きゅう

漆
しっ

器
き

、三
サン

線
シン

が伝
でん

統
とう

的
てき

工芸品に指定されていま
す（2021年１月現

げん

在
ざい

）。

伝
でん

統
とう

的
てき

工芸品　沖縄の伝
でん

統
とう

工芸は、琉
りゅう

球
きゅう

王国時代、中国をは
じめ朝

ちょう

鮮
せん

、日本や東南アジアの国ぐにとの交
こう

易
えき

を通じて伝わった技
ぎ

術
じゅつ

をもとに、琉
りゅう

球
きゅう

の風土に
合わせて発

はっ

展
てん

してきました。漆
しっ

器
き

や焼物、染
そめ

織
おり

物
もの

など、それぞれの地
ち

域
いき

ごとに特
とく

徴
ちょう

のある伝
でん

統
とう

工芸が受けつがれています。沖縄の舞
ぶ

踊
よう

や音楽
に欠かせない三

サン

線
シン

も、伝
でん

統
とう

工芸品のひとつです。

  「漆
しっ

器
き

」とは、うるしをぬって仕上げられる器
うつわ

のことです。なかでも、沖縄で独
どく

自
じ

に発
はっ

展
てん

した
漆
しっ

器
き

を「琉
りゅう

球
きゅう

漆
しっ

器
き

」とよびます。
琉
りゅう

球
きゅう

漆
しっ

器
き

は、14世
せい

紀
き

ごろから首
しゅ

里
り

を中心に
つくられはじめました。デイゴやシタマギと
いった沖縄特産の木材を使い、つい錦

きん

や沈
ちん

金
きん

と
いった方法でかざりつけがされます。

　沖縄の言葉で、焼物のことを「ヤチムン」と
いいます。ヤチムンは、琉

りゅう

球
きゅう

王国時代に、中国
や朝

ちょう

鮮
せん

など、東アジアの国ぐにの陶
とう

磁
じ

器
き

の影
えい

響
きょう

を受けながら発
はっ

展
てん

しました。1616年には、薩
さつ

摩
ま

にいた朝
ちょう

鮮
せん

人
じん

陶
とう

工
こう

を湧
わく

田
た

窯
がま

（現在の那
な

覇
は

市
し

泉
いずみ

崎
ざき

）にまねき、朝
ちょう

鮮
せん

の焼物の技
ぎ

法
ほう

を本
ほん

格
かく

的
てき

に学
びます。そして、1682年には、琉

りゅう

球
きゅう

王府が各
地に分散していた窯

かま

場
ば

（陶
とう

磁
じ

器
き

を焼く工
こう

房
ぼう

）を
現
げん

在
ざい

の那
な

覇
は

市
し

壺
つぼ

屋
や

にまとめ、壺
つぼ

屋
や

としました。
これが、沖縄を代表する焼物のひとつ、「壺

つぼ

屋
や

焼
やき

」のはじまりとなりました。

つい錦
きん
は、中国の

沖縄で生み出された
うるしと顔料を
のをたたいてうすくのばし、こ
れを模

も
様
よう
のかたちに切り取って、

　沖縄で器
うつわ
などに使われている色あざやか

なガラスを、「琉
りゅう
球
きゅう
ガラス」といいます。沖

縄では、明治時代の終わりごろからガラス
がつくられるようになりました。その後、
昭和時代に空きびんを利用して色つきのガ
ラス製

せい
品
ひん
をつくるようになると、これが琉

りゅう

球
きゅう
ガラスとして広まっていきました。

味わいのある琉
りゅう

球
きゅう

ガラス

あざやかな色とともに、ガラスの中に小さな気
き
泡
ほう
が

あるのも特
とく
徴
ちょう
のひとつです。

気
き

泡
ほう

が特
とく

徴
ちょう

的
てき

©OCVB

©OCVB
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琉
り ゅ う

球
き ゅ う

・沖縄の伝
で ん

統
と う

行事

時期（旧
きゅう

暦
れき

） 行事名 行事の内
ない

容
よう

１月１日
（新
しん
暦
れき
の２月上

じょう
旬
じゅん
ごろ）

ソーグヮチ
（正月）

元
がん

日
じつ

の朝に、若
わか

水
みず

（きれいな水）をくんでお茶をいれて神
しん

仏
ぶつ

に供
そな

え、年始
まわりをします。

１月４日
（新
しん
暦
れき
の２月上

じょう
旬
じゅん
ごろ）

ヒヌカンウンケー
（火の神迎

むか

え） 年末に天界に帰った火の神を迎
むか

えます。

１月 吉
きち

日
じつ トゥシビー

（生年祝い）
数え年で干

え

支
と

の年の人（13歳
さい

、25歳
さい

、
37歳

さい

、49歳
さい

、61歳
さい

、73歳
さい

、85歳
さい

）の
健康を祈

いの

ってお祝いをします。

１月16日
（新
しん
暦
れき
の２月中

ちゅう
旬
じゅん
ごろ）

ジュウルクニチ
（十六日）

後
グ

生
リー

（死後の世界）の正月とされ、先
せん

祖
ぞ

のお墓
はか

参りをします。

１月20日
（新
しん
暦
れき
の２月下

げ
旬
じゅん
ごろ）

ハチカソーグヮチ
（二十日正月）

正月行事の終わり。正月のかざり物
をかたづけます。

２月15日
（新
しん
暦
れき
の３月中

ちゅう
旬
じゅん
ごろ）

二月ウマチー
（麦

むぎ

穂
ほ

祭
まつり

） 麦の豊
ほう

作
さく

を祈
いの

り、神
しん

仏
ぶつ

にお酒を供
そな

えます。

３月３日
（新
しん
暦
れき
の４月上

じょう
旬
じゅん
ごろ）

ハマウリ
（浜

はま

下
くだ

り）
女の子の節

せっ

句
く

。近くの浜
はま

辺
べ

で手足を
潮
しお

水
みず

にひたして身を清め、遊びます。

３月15日
（新
しん
暦
れき
の４月中

ちゅう
旬
じゅん
ごろ）

三月ウマチー
（麦

むぎ

大
たい

祭
さい

）
麦の収

しゅう

穫
かく

に感
かん

謝
しゃ

し、神
しん

仏
ぶつ

に初
はつ

穂
ほ

とお
酒を供

そな

えます。

３月 清
せい

明
めい

の節
せつ

（新
しん
暦
れき
の４月上

じょう
旬
じゅん
～

５月上
じょう
旬
じゅん
ごろ）

シーミー
（清

せい

明
めい

祭
さい

）
家族や親せきがお墓

はか

に集まり、そう
じをして、ご先

せん

祖
ぞ

とともに食事をし
ます。

５月４日
（新
しん
暦
れき
の６月上

じょう
旬
じゅん
ごろ）

ユッカヌヒー 各地で漁船による競争、ハーリー（➡13ページ）をおこない、豊
ほう

漁
りょう

や航
こう

海
かい

の安全を祈
き

願
がん

します。

５月５日
（新
しん
暦
れき
の６月上

じょう
旬
じゅん
ごろ）

グングヮチグニチー
（端

たん

午
ご

の節
せっ

句
く

） 男の子の節
せっ

句
く

。成長と健康を祈
いの

り、あまいおかしと菖
しょうぶ

蒲を仏
ぶつ

前
ぜん

に供
そな

えます。

５月15日
（新
しん
暦
れき
の６月中

ちゅう
旬
じゅん
ごろ）

五月ウマチー
（稲

いな

穂
ほ

祭
まつり

） 稲
いね

の豊
ほう

作
さく

を祈
いの

り、神
しん

仏
ぶつ

にお酒を供
そな

えます。

時期（旧
きゅう

暦
れき

） 行事名 行事の内容

６月15日
（新
しん
暦
れき
の７月中

ちゅう
旬
じゅん
ごろ）

六月ウマチー
（稲

いね

大
たい

祭
さい

） 稲
いね

の収
しゅう

穫
かく

に感
かん

謝
しゃ

し、神
しん

仏
ぶつ

に初
はつ

穂
ほ

とお酒を供
そな

えます。

６月26日
（新
しん
暦
れき
の７月中

ちゅう
旬
じゅん
ごろ）

※地
ち
域
いき
によっては８月

大
おお

綱
つな

引き 勝負で豊
ほう

作
さく

の吉
きっ

凶
きょう

をうらない、豊
ほう

作
さく

を祈
き

願
がん

します。那
な

覇
は

大
おお

綱
つな

挽
ひき

（➡12ペー
ジ）や糸

いと

満
まん

大
おお

綱
つな

引
ひき

、与
よ

那
な

原
ばる

大
おお

綱
つな

曳
ひき

が有名です。

７月７日
（新
しん
暦
れき
の８月上

じょう
旬
じゅん
ごろ）

タナバタ
（七夕） お盆

ぼん

に備え、お墓
はか

をそうじし、衣類の虫
むし

干
ぼ

しをします。

７月13～15日
（新
しん
暦
れき
の８月中

ちゅう
旬
じゅん

～９月上
じょう
旬
じゅん
ごろ）

シチグヮチ
（旧

きゅう

盆
ぼん

）
13日の夕方、門の前で松

たいまつ

明をたいて先
せん

祖
ぞ

の霊
れい

をむかえ入れ、親族で慰
い

霊
れい

し、15日の夜に送り出します。この期間にエイサー（➡16ページ）が
おこなわれます。

８月８日
（新
しん
暦
れき
の９月上

じょう
旬
じゅん
ごろ）

トーカチ
（米

べい

寿
じゅ

）

数え年で88歳
さい

になった人の長
ちょう

寿
じゅ

のお祝い。トーカチ（穀
こく

物
もつ

をます
ではかるときに使う棒

ぼう

）に、赤い
紙をはってかざります。

８月15日
（新
しん
暦
れき
の９月中

ちゅう
旬
じゅん

～下
げ
旬
じゅん
ごろ）

ジューグヤ
（十五夜）

豊
ほう

作
さく

を祈
いの

り、フチャギという餅
もち

を
神
しん

仏
ぶつ

に供
そな

えます。

９月７日
（新
しん
暦
れき
の10月上

じょう
旬
じゅん
ごろ）

カジマヤー

数え年で97歳
さい

になった人の長
ちょう

寿
じゅ

のお祝い。「カジマヤー」は風車の
ことで、人生が風車のようにまわ
り、97歳

さい

で子どもにもどること
を意味します。

10月 吉
きち

日
じつ

（新
しん
暦
れき
の10～11月ごろ）

タナドゥイ
（種

たね

取
とり

祭
さい

）
稲
いね

や粟
あわ

の種をまき、豊
ほう

作
さく

を祈
き

願
がん

します。宮
みや

古
こ

・八
や

重
え

山
やま

では村芝
しば

居
い

をする
など大きな祭りをもよおします。

11月 冬至
（新
しん
暦
れき
の12月中

ちゅう
旬
じゅん

～下
げ
旬
じゅん
ごろ）

トゥンジー
（冬

とう

至
じ

）
田いもが入った味つけごはん「トゥンジージューシー」をつくり、神

しん

仏
ぶつ

にお供
そな

えします。田いもは里いもの仲間で、沖縄の島野菜のひとつです。

12月８日
（新
しん
暦
れき
の１月上

じょう
旬
じゅん
ごろ）

ムーチー
（鬼

おに

餅
もち

）
サンニン（ゲットウ）という植物の
葉に包んで蒸

む

した餅
もち

を子どもに食
べさせ、健康を祈

き

願
がん

します。

12月24日
（新
しん
暦
れき
の１月下

げ
旬
じゅん
ごろ）

ウガンブトゥチ
（御

お

願
がん

解
と

き） 火の神を天に送り出します。

12月30日
（新
しん
暦
れき
の１月下

げ
旬
じゅん
ごろ）

トゥシヌユル
（大

おお

晦
みそ

日
か

）
ソーキ汁

じる

（豚
ぶた

のろっ骨
こつ

の汁
しる

）をつ
くって食べ、年を越

こ

します。

餅
もち
に白ざとうや黒

こく
糖
とう
、紅

べに
イモで

味つけをします。

ムーチー

餅
もち
にあずきをまぶしてつくります。
フチャギ

風車を持ってパレードします。
カジマヤーの様子

　沖縄では、一年を通して先
せん

祖
ぞ

をまつり、豊
ほう

作
さく

や豊
ほう

漁
りょう

を祈
いの

るさまざまな行事があり
ます。これらは、旧

きゅう

暦
れき

に沿
そ

っておこなわれています。

※旧
きゅう

暦
れき

…月の満ち欠けをもとにした暦
こよみ

（太
たい

陰
いん

太
たい

陽
よう

暦
れき

）。1872年に太陽の動きを基
き

準
じゅん

にする太
たい

陽
よう

暦
れき

（新
しん

暦
れき

）に変わりました。
※数え年…生まれた年を１歳

さい

とする年
ねん

齢
れい

の数え方です。

沖縄のお墓
はか
はとても広く、親

せきみんなが集まることがで
きます。

シーミーの様子

（
写
真
提
供
：
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）

豚
ぶた
の内

ない
臓
ぞう
（中身）やしいたけ、

こんにゃくなどが入った汁
しる
物
もの

をお祝いの席で食べます。

中
なか
身
み
汁
じる

（
写
真
提
供
：
琉
球
村
）
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